
地

球

箇
々
の
山
系
を
取
扱
っ
た
.
そ
の
後

リ
i'
J･
ホ
ー
プ
エ

ソ
の
凍
蛮
地
貌
諭
諮
爺
が
出
で
も
P
そ
の
頭
に
フ
ム
ボ

ル
ト
以
来
施
撒
山
系
tIb
る
も
の
が
詣
細
並
の
山
森
の
軸

を

成
し
て
之
に
新
ら
し
い
摺
曲
系
が
癒
合
し
て
行
-
様

な
考
へ
ガ
で
､
秦
嶺
は
兎
に
角
日
本
群
島
の
如
き
'1
ル

ヅ
磯
曲
系
以
後
の
新
地
塊
に
同
じ
走
向
に
在
る
ど
い
ふ

革
質
の
.み
で
p
大
陸
に
見
る
A,,･J
同
じ
地
塊
の
薦
き
が
延

び
て
凍
て
る
ビ
前
足
し
て
論
述
し
た
の
に
頻
る
悌
需
た

ら
ざ
る
Nq･j得
な
ん
だ
.

問

7
つ
紹
介
者
に
操
省
を
促
し
た
の
は
底
の
開
曲
だ

田

本

近

海

の

深

餌
四
番

輩

l
耽

hl
O

馬

O

い
ふ
問
題
を
今
少
し
徹
底
し
て
考

へ
た
な
ら
ば
我
々
の

投
塞
し
寵
洗
顔
地
震
な
る
も
の
ど
虎
雄
慣
用
の
構
造
地

畏
な
る
も
の
ど
の
本
性
上
の
閥
係
が
開
明
さ
れ
る

一
の

開
鍵
が
得
ら
れ
る
か
ど
い
ふ
暗
示
で
あ
る
｡
本
誌

(節

叫
港

二

三
四
)
に
紹
介
し
た
加
-
'･,h
ク
ス

先
生
は
下

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
地
震
が
ア
ル
プ
ス
yJ
ア
ル
プ
ス
外
の

山
叔
閥
の
灘
盟
の
成
鹿
た
ぬ
洗

い
地
下
に
鵡

原
を
有
す

る
か
も
知
れ
ぬ
ど
い
つ
た
が
p
こ
の
探
底
に
積
る
震
源

に
関
し
て
如
何
に
静
楽
し
得
る
か
.
我
々
は
こ
の
.鮎
に

就
い
て
籍
を
換

へ
て
述
べ
て
見
た
い
O

さ

(

二)

(
前
紙
筆

二
番
六

1
二
貫
附
聞
及
第
四
番
第

1
版
日
本
溢
称
深
級
問
象
侶
)

-

水
路
軍
報
窮
四
年
鉾
田
依
所
収
小
倉
仲
潜
流

『
日
不
妊
泊
り
深
さ

に
就
い
て
』
改
革

-

六
p
南
方
諸
島
以
西
の
太
平
禅

此
海
の
北
竿
は
近
年
の
測
量
に
よ
っ
て
和
明
か
ど
な

っ
た
け
れ
で
も
P
箇
方
諸
島
の
西
側
及
駿
河
幣
口
か
ら

九
州
東
岸
に
至
る
沿
岸
の
深
さ
は
明
か
で
な
い
｡
此
海

の
大
部
分
は
四
千
乃
至
六
千
米
の
深
さ
を
有
し
若
干
の

島
や
洩
潤
の
あ

る
外
は
可
成
-
に
平
坦
な
海
底
を
持
っ

て
居
る
が
.
陸
地
の
附
近
'
樺
に
南
西
諸
島
.
毒
督
及

邑
米
沿
岸
は
急
傾
斜
を
成
し
て
居
る
｡



お
ほ
あ
桝
り

島
.JJ
し
て
は
筒
北

大

覚

島
へ海
抜
各
約
七
〇
米
)
神
大

来
島

(海
抜
三
三
来
)
及

ブ
ユ
ー
グ
ラ
ス
礁

D
ol色

ass

R
eef
(海
抜

二
光
p
北
緯
二
〇
度
竿
.
束
緯

二
二
六
度

二

が
あ
る
｡
大
東
諸
島
は
海
洗
四
千
兼
以
上
の
布
施

か
ら
聾
え
て
居
る
略
図
鎌
形
の
島
で
､
南
北
大
束
島
で

は
三
千
兼
の
等
洗
練
は
距
岸
約
四
浬
に
あ
-
..
平
均
傾

斜
は
約
二
十
二
度
で
あ
る
｡
ま
た
神
大
来
島
の
閣
側
で

は
三
千
米
の
痩

さ
ま
で
平
均
傾
斜
約
十
茸
度
で
あ
る
が

他
の
方
向
で
は
二
千
米
以
上
の
洗
さ
は
援
傾
斜
に
な
っ

て
る
｡
ヅ
ユ
ー
グ
ラ
ス
礁
附
鑑
の
海

底
の
形
は
不
明
で

あ
る
が
p
大
正
十

1
年
に
満
洲
は
確
の
南
方
教
理
の
鮎

で
三
五
七
〇
米
の
ィ洗
さ
を
測
待
し
て
居
る
か
ら
此
椛
も

五
千
兼
以
上
の
洗
海
か
ら
急
傾
斜
で
突
出
し
.花
鳥
で
あ

る
ら
し

い
｡

幾
多
の
㌦浅
所
の
内
長
老
し
い
の
は
北
緯
三
〇
度
二
'ドーー

東
経

二
二
六
度
七
附
近
に
あ
っ
て
p
腰
州
堆
ビ
呼
ぶ

薙

A:
丘

で
あ
る
｡
之
は
海
面
下
に
孤
立
し
た
島
で
附
近
が

四

千
米
以
上
あ
る
の
に
海
面
下
の
島
の
頂
は
浅
さ
七

一
〇

米
ま
で
隆
運
し
て
居
る
｡
梅
丘
の
形
は
略
菱
形
で
長
い

射
角
説
は
北
西
-
南
東
に
向
ひ
長
さ
約
三
十
玄
理
'

日
本
近
海
の
粍
さ

短
い
対
角
孤
は
北
東

-
南
関
で
長
さ
約
十
八
浬
あ
る
O

南
方
諸
島
西
側
の

二
千
米
以
上
の
洗
さ
に
就
て
は
除

-
知
ら
れ
て
ゐ
HIb
い
が
p
兼
側
に
流
し
て
綬
傾
斜
で
且

除
-
沈
い
場
所
も
な
い
標
で
あ
る
O

駿
河
轡
田
か
ら
九
州
東
岸
に
至
る
海
岸
附
鑑
の
こ深
さ

は
二
百
兼
の
淀
さ
ま
で
は
正
確
に
知
ら
れ
て
居
る
が
'

其
以
上
の
浅
さ
に
就
て
は
健
潮
の
数
が
少
な

-
.
機
に

駿
河
関
口
か
ら
紀
伊
の
南
端
附
近
に
至
る
閥
の
亘

米
の

等
淀
銀
が
粕
確
か
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
O
然
し
此
儀
域

の
海
底
の
形
が
簡
翠
で
な
い
事
は
海
岸
繭
の
出
入
の
多

い
事
や
若
干
の
渡
瀬
の
存
在
望
/J
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ

る
｡
例

へ
ぼ
御
前
崎
の
南
方
約
七
十
浬
に
二
四
五
〇
米

の
淀
さ
が
あ
る
が
.
之
は
利
島
か
ら
煤
洲
を
飴
ぶ
舵
を

南
西
に
延
ば
し
た
線
上
に
あ
る
比
棟
的
浅
い
朗
で
あ
る

ら
し
-
.
其
北
閣
側
に
は
三
千
兼
の
等
洗
脱
が
駿
河
関

口
に
向
つ
て
滑
入
し
て
屠
る
O
ま
た
伊
勢
関
口
大
王
崎

の
南
南
東
約
四
十
二
浬
の
鮎

で
大
正
十
三
年
に
満
州
は

附
近
に
比
し
て
浅
い
二
二
三
五
米
な
る
鮎
を
･髄
測
し
て

居
る
.
ま
た
水
路
嵩
に
よ
る
ビ
柑
囲
室
戸
臓
の
東
方
約

二
十
八
浬
に
兼
西
に
長
-
延
び

7
九
七
光
ま
で
高
ま
つ

i=g

.j

五

l



鞄

.

球

た
浅
朗
が
あ
る
｡
さ
て
御
前
崎
附
鑑
で
海
岸
か
ら
速
-

に
あ
っ
た
二
百
米
の
等
洗
線
は
天
龍
河
口
で
距
岸
二
.S
it

位
に
近
づ
き
伊
勢
関
口
で
海
岸
ビ
離
れ
紀
伊
の
海
岸
で

三
浬
乃
至
玄
理
の
.距
離
に
近
づ
-
O
紀
伊
の
南
端
附
鑑

は
岸
窪
か
で
二
千
米
の
E等
埋
蔵
は
距
岸
約
十
浬
に
近
づ

い
て
居
る
｡
伊
勢
衝
は
大
部
分
淀
三
二
十
米
未
満
二

二

河
蘭
は
二
十
米
未
満
の
浅
海
で
あ
る
｡
紀
伊
水
迫
の
南

方
か
ら
土
佐
沖
を
握
で
豊
後
水
温
に
至
る
沿
岸
で
は
二

.再
来
の
等
操
舵
は

7
鷹
に
距
岸
十
乃
至
十
三
浬
で
あ
る

の
に
室
月
崎
附
近
殊
に
其
菜
側
で
海
岸
に
著
し
-
接
近

し
て
居
る
の
が
目
ま
つ
.

南
西
諸
島
の
覇
兼
側
は
距
岸
四
十
乃
至
五
十
浬
で
四

千
兼
の
洗
さ
に
な
っ
て
居
る
O
沖
縄
島
ビ
宵
青
島
と
の

問
の
沖
に
は
琉
球
海
溝
が
あ
る
O
此
海
溝
は
ヤ
タ

ブ
島

か
ら
上
海
に
海
底
電
曲
を
敷
設
す
る
際
に
モ
ア
イ
東
に

ょ
っ
て
僚
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
其
後
数
回
の
我

測
畳
に
よ
っ
て
其
形
が
略
正
確
に
知
れ
た
O
此
海
溝
は

北
兼
か
ら
南
西
に
向
つ
て
商
圏
諸
島
に
略
挙
行
に
細
長

-
延
び
最
洗
虞
は
七
四
八

7
米
で
七
千
米
以
上
の
深
慮

は
長
さ
:百
四
十
浬
幅
は
贋
い
所
で
約
八
浬
で
あ
る
｡
尤

節
四
怨

第

7
淡

雪

畢

加

も
海
溝
の
中
央
部
に
商
兼
に
突
出
し
た
洗
い
部
分
が
あ

ち
.
此
海
溝
の
最
著
し
い
形
は
其
南
端
に
近
-
外
側
に

隆
起
部
が
あ
る
こ
E
で
あ
る
｡
即
ち
海
溝
の
北
西
側
は

専
従
腺
が
略
平
行
に
走
っ
て
居
る
け
れ
ざ
も
､
覇
兼
側

は
南
部
及
北
部
に
在
る
隆
鹿
部
附
妃
を
除
い
て
は
援
か

な
傾
斜
で
五
千
米
の
瑳
さ
の
海
床
ど
な
る
.
但
し
南
部

及
北
部
に
在
る
隆
起
部
の
海
溝
に
甫
し
た
榊
は
甚
だ
急

で
9
南
部
の
隆
起
部
海
産
二
千
米
か
ら
七
千
米
に
至
る

平
均
傾
斜
は
約
二
十
入
皮
'
北
部
の
隆
起
部
海
洗

7
九

二
ハ
米
か
ら
七
千
米
に
至
る
平
均
傾
斜
は
約
二
十

]
皮

で
あ
る
｡
こ
の
痕

な
隆
起
部
は

マ
リ
ア
ナ
海
溝
の
北
東

部
に
も
あ
る
(.
海
溝
の
成
因
ビ
密
接
な
関
係
を
有
し
て

居
る
の
で
は
な
か
ら
-
か
.

毒
幣
の
東
側
か
ら
火
塩
島
p
紅
菌
塊
.
.I,l
タ
ン
B
atan

良
.
バ
ブ
ヤ
シ
B
ab
u
yan島
等
の
火
山
島
を
握
で
呂
来

島
に
至
る
列
島
の
米

側
は
三
千
乃
萱
四
千
米
の
療

さ
ま

で
急
傾
斜
を
な
し
其
兼
方
は
五
千
-
六
千
米
の
卒
損
な

海
底
だ
な
る
｡

七
'
南
西
諸
島
'
量
潜
及
呂
栄

南
西
諸
島
の
島
暁
の
聞
及
附
鑑
の
海
底
の
模
様
は
近



頃
の
我
測
量
に
よ
っ
て
略
正
確
に
知
ら
れ
る
に

至
っ

た
｡
甫
閣
諸
島
は
三
列
の
列
島
か
ら
成
る
｡
希

い
列
は

九
州
の
南
端
か
ら
南
西
に
向
つ
た
種
子
島
'
屋
久
島
'

奄
美
群
島
'
沖
縄
群
島
.
先
島
群
島

(宵
育
列
島
及
八

重
山
列
島
)
の
二
列
'
質
二
列
は
巽
北
両
側
に
第

一
列

だ
略
平
行
に
列
ん
だ
大
隅
群
島
､
吐
畷
明
群
島
'
欝
三

列
は
毒
滑
の
北
端
か
ら
兼
に
向
っ
て
酵
東
西
に
列
ん
だ

影
佳
喚
､
尖
頭
讃
嘆
'
赤
尾
燐
等
の

一
列
で
あ
る
｡
而

し
て
質

一
列
の
島
々
は
海
の
洗
さ
に
よ
っ
て
若
干
の
群

に
分
け
る
こ
だ
が
出
凍
る
｡
第

二

磁
子
島
及
屋
久
島

は
約
百
米
の
深
さ
の
海
に
よ
っ
て
九
州
だ
連
絡
し
て
屠

る
C
第
二
p
奄
美
群
島
及
沖
鵡
群
島
は
五
官
米
東
浦
の

況
さ
の
海
で
退
路
し

(沖
永
良
部
群
島
ビ
輿
論
島
E
の

問
は
五
百
米
よ
-
も
少
し
洗
い
)第

山
ビ
は
千
米
以
上
､

吐
鳴
榊
群
島
E
は
七
宵
米
以
上
の
深
さ
で
切
れ
て
居
る

第
三
､
先
島
群
島
は
輿
那
図
品
を
除
い
て
は
況
さ
四
百

米
未
満
の
海
で
連
絡
し
撃

言

は
千
四
百
米
以
上
の
深

さ
で
切
れ
て
居
る
｡
而
し
て
輿
那
国
鳥
は
八
重
山
列
島

の
他
の
島
ビ
は
六
百
来
以
上
の
洗
さ
で
切
れ
て
居
り
.

又
董
轡
の
北
部
ど
の
問
は
沈
さ
千
米
未
満
の
海
嶺
を
成

日
本
妃
脂
の
搾
1U

し
て
居
る
､
第
二
列
の
大
隅
群
島
'
吐
噂
榊
群
島
及
第

三
列
の
赤
尾
喚
…
彰
佳
境
の
列
島
は
火
山
島
で
.
近
年

活
動
し
又
は
現
に
活
動
し
っ
ゝ
あ
る
島
は
ロ
永
良
都
島

p
中
ノ
島
p
鞘
訪
湖
島
.
鳥
島
p
夢
佳
喚
等
で
あ
る
｡

大
隅
群
島
及
吐
噴
刷
群
島
の
多
-
の
島
は
二
宮
米
乃
至

五
官
米
の
海
で
他
の
島
だ
彫
れ
､
叉
附
近
に
は
二
宮
光

来
満
の
葎
瀬
が
多
い
.
赤
尾
喚
ビ
吐
喝
嚇
群
島
ど
の
間

に
は
二
千
米
以
上
の
探
魔
が
あ
-
p

赤
尾
喚
､
尖
頭

諮
喚
'
彰
佳
境

附
鑑
の
諸
島
境

は
東
涯
の
陸
棚
の
薄

緑
に
列

ん
で
居
る
｡
南
西
諸
島
の
北
両
側

に
は
諸
島

卜

口

▲･-

に
捨
-
で
深
さ
千
米
以
上
の
細

長

い
舟
状
海
溝
が
あ

-
､
先
島
列
島

だ
尖
頭
讃
嘆
ど
の
問
に
は
況
ru
l
l六
八

7
光
に
達
す
る
深
度
が
あ
る
.
南
西
諸
島

の
北
西
側

は
開
発
側
に
比
し
て
海
底

の
傾
斜

は

1
股
に
按
で
あ

る
0養

樫
の
兼
岸
は
北
部
宜
蘭
附
鑑
か
･1
東
方
に
八
重
山

列
島
に
向
つ
て
延
び
た
揺
さ
千
米
未
満
の
海
嶺
が
あ
る

が
其
商
は
海
岸
か
ら
急
に
洗
-
な
っ
て
三
千
Ⅰ
四
千
光

の
洗
さ
に
達
す
る
｡
侃
し
北
緯
二
十
三
段
階
近
以
苗
は

深
い
所
は
本
島
の
岸
で
は
な
-
.
南
方
に
延
び
た
火
焼

聖
】

五
三



地

球

島
'
紅
頭
喚
p
ガ
ヅ
ド
岩

(G
add
R
.ck
)
の
覚
側
が
四

千
来
位
ま
で
急
に
洗
-
な
っ
て
屠
る
｡
姦
醤
島
に
は
末

に
偏
っ
て
大
山
脈
が
あ
-
､
其
酉
側
は
鐸
で
あ
る
が
束

側
は
海
岸
ま
で
山
が
華
え
断
崖
を
成
し
て
海
に
臨
ん
で

居
る
朗
が
多
い
.
将
に
太
濁
水
洪
附
近
か
ら
載
蓮
港
の

少
し
北
に
至
る
間
は
高
さ
約
二
千
米
の
山
が
距
岸
二
｡

韮
乃
至
五
浬
に
蟹
え
'
海
の
方
で
は
海
岸
を
僅
か
離
れ

た
桝
で
既
に
五
官
来
以
上
の
洗
さ
に
な
っ
て
屠
る
.
我

麓
港
附
鑑
で
は
海
岸
か
ら
濫
さ
三
千
来
(距
岸
約
八
浬
)

に
至
る
海
底
の
.平
均
傾
斜
は
約
十

.L
皮
で
あ
る
｡
火
焼

鳥
の
東

側
で
は
距
岸
十
浬
以
内
で
四
千
米
の
.淡
さ
ど
な

-
準
均
傾
斜
は
十
三
度
以
上
で
あ
る
.

火
焼
鳥
ビ
紅
頭
喚
/̂J
の
間
は
三
千
米
以
上
の
深
さ
が

あ
る
が
紅
頭
哩
の
南
は
千
来
未
満
の
洗
さ
で
ガ
タ

ド
潜

に
償
い
で
居
る
.
ガ
･L
ド
岩
の
南
に
は
探
三

三
丁
米
未

満
の
海
嶺
が
あ
っ
て
南
方

へ
約
三
十
浬
延
び
て
居
る
｡

此
海
嶺
だ
ア
イ
リ
グ
ピ

ソ
の
ヤ
ミ
(
Y
'A
m
i)
島
ど
の
問

に
は
南
西
か
ら
北
米
に
向
つ
て
細
長
い
水
進
が
あ
っ
て

其
附
近
で
三
四
五
六
光
及
三
六
七
四
米
の
沈
さ
を
測
っ

て
居
る
か
ら
三
千
五
官
来
任
の
洗
さ
が
あ
る
ご
恩
は
れ

第
四
巻

第
7教

嵩

温
田

る
0姦

轡
の
南
端
は
海
底
で
潜
岬
ど
な
っ
て
長
-
苗
に
延

び
七
盈
有
を
経
て
宵
朴
三
光
の
浅
朗
に
達
し
で
腐
る
｡

曲
潜
岬
ビ
火
焼
鳥
よ
-
ガ
タ
ド
岩
に
至
る
箇
北
義
の
海

塩
ビ
の
問
に
は
五

二

7玉
来
に
達
す
る
洗
い
輝
が
苗
か

ら
北
に
向
つ
て
入
込
ん
で
居
る
.
か
-
し
て
毒
轡
の
頂

端
か
ら
筒
に
延
び
た
潜
岬
の
兼
側
は
極
め
て
急

.r
T傾
斜

を
成
し
て
慮
る
.

叢
樫
東
側
の
弥
底
が
急
斜
し
て
居
る
の
に
反
し
て
p

両
側
の
姦
樽
海
峡
は
梅
め
て
洩
-
.
洗
さ
常
米
未
満
で

あ
る
｡
樽
に
膨
湖
列
島
の
南
西
に
は
養
淘
堆
.,J
揮
す
る

浅
塵

(最
浅
入
来
.
洗
さ
二
十
兼
未
満
の
罷
域
は
東
西

約
七
十
浬
､商
北
約
三
十
浬
あ
る
)
が
あ
る
.
岨
膨
湖
島

呈
蛍
樽
本
島
ど
の
閲
に
は
商
か
ら
入
込
ん
だ
緩
さ
宵
来

以
上
の
永

道
が
あ
る
｡

董
糖
の
南
関
側
帥
支
那
海
に
甫
し
た
朗
は
二
宵
兼
の

等
洗
並
は
南
か
ら
海
岸
に
治
-
て
走
-
毒
南
沖
附
近
ま

で
逢
し
て
居
る
O
此
附
道
の
揮
岸
で
最
著
し
い
の
は
小

琉
球
島
の
北
側
で
.
淡
水
浜
口
に
向
つ
て
洗
-
A
-
追

ん
だ
海
谷
で
あ
る
0

附
近
で
は

7
舷
に
二
百
米
の
等
洗



線
は
距
岸
約
十
浬
の
距
離
に
あ
る
の
に
､
洗
口
で
は
約

7
浬
の
距
離
に
近
づ
き
p
入
官
兼
の
況
さ
が
陸
岸
約
十

..浬
に
あ
る
｡

邑
宋
呈
魚
醤

/̂J
の
間
に
在
る
諸
島
喚
附
近
は
未
淵
の

低
域
で
あ
る
が
サ
ブ
タ
ン
島

(S
tlb
tln
二

の
商

､北
緯

二
十
皮

叫
附
近
で
約
千
米
の
深
さ
で
切
れ
て
居
る
の
は

到
っ
て
居
る
｡
此
等
諸
島
の
多
-
は
火
山
で
兼
酉
の
両

側
は
岸
洗
が
で
あ
る
ら
し
い
｡
昌
朱
東
側
の
海
底
も
急

斜
し
て
居
る
が
殊
に
北
緯
十
六
1
十
七
股
附
淀
で
は
四

千
米
の
等
深
線
は
海
岸
か
ら
二
十
-
二
十
五
浬
の
近
-

に
在
る
｡

支
那
布
の
揺
さ
に
就
い
て
は
除
も
,よ
-
は
知
ら
れ
て

屑
な
い
が
p
基
苗
西
軍
及
蒙
南
海
樫
は
二
富
来
未
満
の

浅
海
で
p
北
寛
部
の
呂
宋
寄
-
に
四
千
米
以
上
の
深
海

が
南
北
に
騰
が
っ
て
居
る
O
最
深
鹿
は
里
来
島
の
北
西

側
か
ら
北
酉
約
二
十
浬
に
あ
る
五
四
二
〇
栗
で
あ
る
〇

八
'
東
海
､
貰
海
､
潮
海

東
海
は
基
南
楽
部
帥
甫
閣
諸
島
の
北
開
側
及
九
州
の

閣
側
に
治
-
て
二
百
兼
以
上
の
淀
さ
が
あ
る
許
-
で
大

牢
は
二
宮
光
来
溝
の
浅
海
で
あ
る
.
海
底
は
甚

だ中
也

日
本
妃
泊
り
粍
yu

で
'
只
揚
子
江
臼
に
向
つ
て
南
東
か
ら
入
込
ん
で
屠
る

海
谷
が
あ
る
の
･yJ其
北
側
に
揚
子
江
か
ら
兼
方
に
長
-

突
出
し
て
屠
る
大
揚
子
江
沙
堆
が
あ
る
ど
の
外
に
は
取

立
て
ゝ
記
す

べ
き
も
の
は
な
い
｡
対
馬
海
峡
も
浅
海
で

二
百
来
以
上
の
洗
さ
は
対
馬
の
北
西
側
の

!
小
尾
域
の

み
で
あ
る
0

黄
海
は
官
光
来
蒲
の
海
で
基
西
側
特
に
揚
子
江
口
か

ら
薦
黄
河
口
(北
緯
三
四
度
)附
近
に
至
る
間
は
揚
子
江

や
黄
河
か
ら
吐
N
J出
し
た
土
砂
で
出
凍
た
,fJ
思
は
れ
る

沙
堆
が
樺
山
に
あ
る
｡
米
側
如
朝
鮮
両
岸
に
は
小
さ
い

島
が
樺
山
に
あ
-
.
南
陽
膚
.
漢
江
口
p
大
軍
江
口
.

鴨
挽
江
口
等
に
向
っ
て
細
長
-
入
込
ん
だ
谷
が
揮
山
あ

る
○樹

海
は
五
十
米
未
満
の
浅
海
で
混
練
海
峡
及
遮
兼
等

島
の
西
側
に
若
干
の
島
が
あ
る
の
み
で
海
岸
及
海
底
は

平
地
で
あ
る
｡

九
p
買
本
海

(本
箱
解
四
番
節
叩仮
数
讐

日
本
海
に
つ
い
て
我
領
土
沿
岸
の
海
床
は
除
砕
明
ら

か
に
な
っ
た
が
神
命
洗
輝
の
洗
さ
は
碓
凍
甚
だ
材
料
に

芝
し
か
っ
た
｡
然
る
に
昨
大
正
十
三
年
特
務
艦
大
和
は

豊

監

置



日
本
海
を
横
断
し
た
三
蘇
上
で
潮
洗
し
た
の
で
日
本
薙

底
の
形
が
略
解
せ
ら
れ
る
横
に
な
っ
た
｡
然
し
日
本
海

の
北
軍
は
我
街
土
沿
岸
附
近
Nq･J除
-
外
海
底
の
形
が
殆

''～知
ら
れ
て
居
な
い
｡
館
四
番
第

7
版
の
日
本
海
等
洗

鋸
圏
は
昨
年
測
得
し
た
水
洗
AfJ
今
ま
で
に
知
れ
て
居
る

水
洗
だ
を
綜
脊
し
て
大
和
艦
長
重
稔
良

7
中
佐
が
等
洗

脱
を
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
.
.
本
圃

は
水

路
妻
報

(蛸
詣

置

け
謂

)
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
今

回
水
路
部
の
好
意
に
よ
っ
て
原
版
の
使
用
を
許
さ
れ
且

っ
之
に
綻
緯
線
を
補
っ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
本

文
の
按
革
者
は
水
路
部
が
地
畢
上
有
益
な
材
料
を
本
誌

を
通
じ
て
世
に
流
布
す
る
を
快
諾
さ
れ
た
こ
亡
を
蓑
に

洗
謝
す
る
.
図
上
水
洗
の
下
に
横
線
な
き
も
の
は
大
和

の
測
蓋
し
L
J
も
の
で
あ
る
.

日
本
海
は
中
央
部
に
三
千
米
以
上
の
探
さ
が
あ
る
が
､

他
の
海
/̂J
は
何
れ
も
二
富
来
未
満
の
浅
い
海
峡
で
通
じ

て
屠
る
｡
而
し
て
其
最
も
著
⊥
い
形
は
略
中
央
に
五
首

兼
未
満
(最
深
彪
四
二
三

光
)
の
浅
慮
が
あ
っ
て
南
方
隠

岐
ビ
千
五
百
兼
未
満
の
海
膨
で
商
い
で
居
る
こ
E
で
あ

る
O
此
洩
鹿
の
南
に
は
三
千
米
以
上
の
海
淵
が
あ
る
が
､

鉾
田
令

弟

7
幼

箕

濫
詫

浅
慮
が
能
登
等
島
と
浅
い
海
底
に
よ
っ
て
憩
絡
し
て
屠

る
や
否
や
は
明
か
で
な
い
O
又
日
本
海
の
中
央
の
少
し

-
北
方
に
ブ
イ
ク
ォ
ダ
岩
W
a
iw
o
da

R
ock
だ
い
ふ
浅

瀬
(深
さ

叫
三
人
兼
)
が
あ
る
が
附

鑑
の
模
様
は
到
っ
て

居
な
い
.
日
本
海
は
朝
鮮
の
岸
碑
に
英
北
部
で
急
傾
斜

を
成
し
'
本
州
の
沿
岸
は
此
瞭
的
に
鮫
で
あ
る
｡
北
海

道
の
閣
側
南
部
も
急
斜
し
て
三
千
兼
以
上
の
洗
海
に
臨

ぺ-
ズ
ン

ん
で
居
る
が
.
此
洗
鹿
yJ
ア
イ
ク
ォ
ダ
潜
以
南
の
海
象

ど
の
連
絡
が
明
か
で
な
い
.
日
本
海
の
最
洗
鷹
は
奥
尻

島
の
商
圏
約
六
十
浬
の
三
七

二

亮

で
あ
る
O

間
宮
海
峡
は
大
部
分
深
さ
玉
来
未
満
で
板
め
て
洗
-

機
に
海
峡
の
略
中
央
を
南
北
に
通
す
る
狭
い
水
路
及
長

閑
江
口
に
通
す
る
細
長
い
水
路
が
あ
-
'
五
-
十
米
の

深
さ
を
有
す
る
.
塘
姐
海
峡
(日
本
海
北
部
)
の
鹿
部
北

緯
五
十
皮
以
北
は
二
百
光
来
猫
の
浅
海
で
あ
る
｡
樺
太

閣
岸
に
於
て
は
二
百
米
の
等
流
線
は
懸
絶
に
は
旺
岸
十

乃
至
三
十
浬
に
あ
る
が
､北
緯
四
十
七
皮
ユ
ニ
附
妃
で
は

距
岸
約
四
浬
に
接
近
し
て
層
る
｡
宗
谷
海
峡
は
最
深
部

が
六
十
七
兼
の
探
さ
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぬ
O

北
弾
道
閣
岸
北
部
で
は
二
百
光
の
審
探
政
は
海
岸
か



ら
可
成
-
の
距
離
ま
で
詫
び
て
屑
左
が
p
積
丹
岬
以
南

で
は
距
岸
二
1
五
浬
に
近
づ
-
｡
仲
に
持
田
岬

(北
緯

四
二
度
六
)

附
近
で
は
二
官
火
の
等
洗
説
は
距
岸
約
二

ノ

浬
二

二
千
米
の
等
深
孤
は
産
岸
約
八
浬
に
按
近
し
海
岸

か
ら
三
千
米
の
探
さ
に
至
る
海
底
の
平
均
傾
斜
は
約
十

7
皮
の
急
勾
配
で
あ
る
O
奥
尻
島
の
西
側
の
海
底
も
急

傾
斜
を
成
し
て
居
る
が
二
千
来
以
上
の
洗
さ
は
不
明
で

あ
る
.
大
島
は
北
海
進
本
島
'J
は
約
七
官
米
'
小
島
だ

は
約
千
四
富
来
の
淀
さ
で
切
れ
て
屠
る
｡

津
軽
海
峡
に
は
格
中
央
に
沿
-
て
躍
ち二
山百
米
以
上

の
細
長
い
溝
が
あ
る
｡
恨
其
西
口
自
紳
岬
ビ
離
飛
暗
ど

の
聞
及
其

西
方
に
は
深
さ
的
官
三
十
米
の
海
嶺
が
南
北

に
延
び
二
宮
米
の
等
探
線
は

日
本
海
ビ
通
じ
て
居
な

い
｡
陸
奥
海
轡
の
大
部
は
五
十
光
束
蒲
の
洗
さ
で
あ
る
0

佐
渡
の
北
に
は
淀
さ
二
百
米
未
満
の
堆
が
四
つ
あ
っ

て
海
底
の
形
は
複
雑
で
あ
る
が
固
方
の
.三
つ
の
堆
は
田

富
光
束
猫
の
斑
さ
で
南
北
に
佐
渡
ビ
連
絡
し
P
此
等
の

椎
だ
其
楽
に
あ
る
堆
ど
の
問
に
は
六
百
来
以
止
の
海
轟

が
北
か
ら
南
に
向
つ
て
細
長
′､
入
-
込
み
佐
渡
の
北
端

附
歳
に
連
し
て
居
る
｡
佐
渡
の
北
滑
側
及
蘭
登
の
北
側

で
は
千
米
の
等
探
線
は
岸
か
ら
可
成
に
違
い
が
富
山
潤

に
向
つ
て
は
洗
-
入
込
ん
で
居
る
｡
此
海
農
は
髄
茸
か

ら
佐
渡
に
薦
-
山
脈
を
縦
に
深
-
横
断
し
て
居
る
が
､

富
山
商
に
入
っ
て
深
い
部
分
は
山
脈
の
方
向
に
路
傍
遺

し
て
居
る
｡
富
山
樫
の
海
底
は
其
南
部
を
険
-
外
は
二

官
兼
の
淀
さ
か
ら
入
官
米
位
の
深
さ
迄
は
急
斜
L
t
其

よ
-
浅
い
部
分
の
海
底
は
平
坦
で
あ
る
｡
潤
の
西
側
の

海
底
は
帝
に
魚
釣
L
P
例
へ
ぼ
七
尾
関
口
附
妃
で
は
浅

さ
二
宮
1
入
官
米
の
卒
均
傾
斜
は
十
五
皮
に
達
す
る
.

樫
の
南
側
は
比
棟
的
に
遠
浅
で
且
海
底
の
有
様
が
可
成

複
雄
で
あ
る
｡
其
最
著
し
い
の
は
射
水
川
口
に
向
つ
て

入
込
ん
で
居
る
海
谷
YJ
紳
通
川
口
か
ら
沖
食
に
向
つ
て

突
き
出
し
た
海
嶺
だ
で
あ
る
.
後
者
は
紳
迫
川
か
ら
吐

き
出
し
た
沙
泥
で
出
茶
た
敬
を
蓋
し
で
は
居
る
が
p
恐

ら
-
さ
う
で
筏
-
で
元
来
の
海
鶴
で
あ
ら
-
0
.上
に
記

し
た
標
に
富
山
轡
は
可
成
洗
い
の
に
拘
ら
ず
蘭
登
の
北

側
及
園
側
は
遠
浅
で
二
百
米
の
等
洗
孤
は
距
岸
約
二
十

五
浬
の
沖
に
あ
る
｡
海
底
の
形
か
ら
見
れ
ば
宮
山
曙
は

粕
模
灘
な
で
RfJ向
標
に
鳴
弦
に
よ
っ
で
出
来
た
も
の
ビ

思
は
れ
る
｡

hJ
P

.

五
七



竹
島
及
関
陵
島
(絵
島
)
は
約
二
千
米
の
淀
さ
の
海
底

か
ら
急
傾
斜
で
海
面
に
現
れ
た
島
で
あ
る
｡
例
へ
ぼ
樽

陵
島
(高
さ
九
八
未
来
)
で
は
二
宮
米
の
尊
滞
銀
は
虻
岸

○
｡
五
1

7
浬
に
あ
-
､千
米
及
二
千
米
の
等
深
線
は
光

れ
央
れ
龍
岸
ニ
ー
四
浬
及
四
-
十
二
浬
に
あ
る
.
故
に

傾
斜
の
忠
な
所
を
探
れ
ば
海
岸
か
ら
二
百
米
の
洗
苧
ま

で
は
七
度
.
二
百
-
千
光
で
は
十
二
度
p
千
-
二
千
米

で
は
八
度

f̂J
い
ふ
こ
亡
に
な
る
.

朝
鮮
東
岸
で
は
注
文
津
附
妃
か
ら
北
北
東
に
向
っ
て

千
五
闇
米
未
満
の
洗
さ
で
突
出
し
た
p
最
浅
所
で
六
百

八
十
五
兼
の
海
嶺

(扱
革
者
云
ふ
､
こ
の
源
鞄
の
西
側

の
脚
部
は
商
朝
鮮
を
江
陵
よ
-
東
浦
に
亙
る
地
質
構
造

線
の
北
北
兼

へ
の
延
長
ビ
7
致
す
る
)
が
あ
る
外
に
は

等
深
線
は

1
股
に
海
岸
線
に
挙
行
で
あ
る
0
而
し
て
永

典
摺
附
近
を
除
-
外

7
駿
に
産
操
か
で
.
称
に
水
源
端

附
近
及
北
緯
四
十

一
度
以
北
は
甑
底
の
鹿
斜
が
急
で
あ

る
｡
而
し
て
此
海
岸
中
点
も
著
し
い
形
粕
は
成
城
糖
に

略
固
形
の
洗
い
涯
が
あ
っ
て
葡
模
都
の
熱
海
の
海
底
に

似
た
形
を
還
し
荷
は

叫
厨
洗
い
こ
E
で
あ
る
.(
故
事
着

云
ふ
､
此
の
南
方
に
は
北
牝
兼
に
亙
る
地
溝
が
あ
-
基

節
四
番

第
一就

党

.

五
八

の
東
方
に
は
火
山
地
を
な
す
七
蟹
山
群
が
あ
る
｡
此
の

海
底
の
床
虞
は
恐
ら
-
地
溝
の
元
方

へ
の
璃
き
で
あ
ら

-
)｡朝
鮮
の
地
勢
は
其
東
岸
に
近
-
脊
塊
山
脈
が
南
北

に
走
わ
海

に
迫
っ
て
居
る
が
､
西
側
は
綴
傾
斜
で
黄
海

に
渡
し
て
居
る
O
而
し
て

叫
故
の
例
に
洩
れ
ず
海
岸
に

急
峻
な
山
の
あ
る
日
本
縁
は
岸
珠
か
の
浅
海
で

､

傾
斜

の
綾
な
陸
地
に
面
す
る
賛
海
は
甚
だ
浅
い
｡
日
本
近
源

で
此
例
の
最
著
し
い
の
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
､
董
簡
及
朝

鮮
で
あ
る
｡

因

.1
云
ふ
日
不
侮
り
海
洋
鍵
的
り
諮
性
質
に
?
き
て
は
妃
刊
G
l水
路
婆

搬

(
大
正
十
四
年
六
月
.
第
四
年
飾
六
幼
)
に
或
松
中
佐
が

『
大
正
十
三

年
夏
日
本
編
に
於
け
ろ
特
静
脈
大
和
捌
盤
作
謀
り
成
琉
』
ミ
慣
し
て
甑
普

さ
れ
て
み
ろ

O一
〇
､
瀬

戸

内

海

瀬
戸
内
海
は
極
め
て
浅
い
海
で
其
大
部
分
は
五
十
米

未
満
の
深
さ
(岨
伊
汲
灘
の
大
部
分
は
:LF3.十
米
以
上
)
で

あ
る
.
此
海
は
潮
流
が
強
-
'
称
に
狭
い
海
峡
例
へ
は

下
闘
海
峡
.
大
畠
ノ
瀬
戸
p
諸
島
水
道
p
琴
島
海
峡
p

鳴
門
な
.r/,
で
は
醇
に
七
節
以
上
の
華
い
流
れ
が
あ
る
｡

而
し
て
此
等
の
流
れ
の
強
い
海
峡
で
は
海
底
に
泥
や
抄

の
堆
兼
を
許
さ
れ
ぬ
か
ら
岩
石
が
現
ほ
れ
て
居
る
の
み



TI-
ル

ド
]}
ン

な
ら
す
､
瀧
盛
の
桟
に
探
-
な
っ
て
屠
る

海

釜

が

少
-

な
い
0
其
敢
好
い
例
は
早
吸
裾
月
(豊
後
水
道
)
で
あ
る

四
囲
か
ら
突
出
し
た
佐
田
岬
ĴJ
九
州
の
円
崎
(地
裁
略
)

I,J
の
間
は
深
さ
璽

二
十
光
束
浦
の
海
散
に
よ
っ
て
通
っ

て
居
る
が
p
其
北
側
及
南
側
に
は
二
百
光
以
上
の
洗
鹿

が
典
に
略
固
形
を
成
し
て
屠
る
0
南
側
の
捉
鹿
は
三
宙

五
十
四
米
･北
側
の
最
浅
慮
は
四
官
十
八
米
に
達
す
る
｡

間
は
諸
島
放
道
(
〓
ハ
入
来
)
p釣
畠
水
道
(
1
四
四
米
)
.

凍
島
海
峡
二

九
七
光
)p
明
石
潮
月
二

五
九
光
)
､
友

ケ
島
水
道
(二
〇
四
米
)p
鳴
門
(二
山
七
米
)等
に
は
附

鑑
に
比
し
て
著
し
-
洗
い
鹿
が
あ
る
O
而
し
て
潮
流
の

強
い
狭
い
海
峡
で
は
海
底
が
著
し
-
急
斜
す
る
も
の
も

少
-
な
い
.

滑
は
少
し
-
各
魔
の
療

さ
を
記
さ
-
｡
和
泉
灘
は
基

南
部
友
ケ
島
水
道
附
妃
を
除
-
外
は
捉
さ
五
十
光
束
猫

で
北
東
竿
は
二
十
光
束
満
で
あ
る
｡
播
磨
郡
は
中
央
部

の
み
が
四
十
米
以
上
の
洗
さ
を
有
し
て
居
る
O
備
誤
瀬

戸
の
半
ば
は
二
十
光
来
潤
の
洗
さ
で
p
瀬
戸
の
中
央
を

東
西
に
通
る
線
に
沿
-
て
四
十
米
以
上
の
鹿

さ
が
あ
る

備
後
灘
の
大
部
分
は
約
二
十
米
の
沈
さ
を
有
す
る
｡
薯

=3
本
近
臓
の
投
写

塾
灘
は
四
十
-
五
十
米
の
深
さ
が
大
部
分
を
占
め
'
鹿

島
滑
の
大
部
分
は
三
十
光
来
蒲
で
あ
る
.
伊
汲
靴
は
内

海
の
比
較
的
に
購
い
海
の
-
ち
で
は
最
も
洗
-
大
部
分

四
十
-
六
十
米
の
捉
さ
有
す
る
0
周
防
灘
の
釆
部
は
四

十
米
以
上
の
深
さ
を
有
す
る
が
p
西
軍
は
二
十
光
来
溝

で
あ
る
｡
(完
)

孜
串

野
口
ふ
｡
本
編
は
姶
ん
.u
択
文
の
椛
で
あ
っ
て
原
潜
静
望

混
み
姐

氾
な
い
株
に
務
め
iiが
鵬
少
し
-
短
縮
で
ろ
必
凍
上
語
句
在
改
め
ii
庭
も

往
々
み
ろ
.
若
し
原
文
望

瓜
鵠
私
耽
り
泣

へ
L
iり
L
i
i所
が
あ
っ
ii
な
ら

tで
頗
智
者
小
倉
城
解
放
に
試
射
の
鑑
静
か
乞
ふ
次
節
で
み
ろ
O
(N
虫
)

末
都
帝
国
大
学
夏
期
講
演
禽

末
郁
館
粗
大
聾
第
十
六
回
誹
拭
骨
は
八
月
初
旬
よ
り
開
催
さ
れ
る
が
､
試

派
,り
中
で
地
球
染
田
員
の
鞘
ず
る
も
の
け
衆
望

高

田
で
あ
る
｡
磁
祁
鎗

望
瀞
aJi.
七
月

亭

日
払
且
瓜
邸
帝
国
大
珠
誹
純
分

へ
山
科
｡
]
面

の
艦
珊

科
か
添

へ
秤
目
､
任
所
､
中
堅

輩
紡
及
拙
宅
払
明
記
し
て
巾
込
む
べ
L

lJ
G
lこ
1)
で
あ
る
｡

ア
イ
ソ

ス
タ

シ

ー

松

山

遊
晒

地

紋

平

衡

諭

桐
山
次
耶

解
三
組
irLi生
動
胸
築

享琵自 軍自
覚 外 八八 八八外

t二
八
月
九
日
抑
外
見
群

J川 JJJJ
八三 七三
日日 日日

午
前
十
時

-
正
午

午
前
八
時
-
十
時


